
第１志望校が決まり、目標に向かって頑張っている頃だと思いますが、併願校の検討はできていま

すか？ Kei-Net特派員にアンケートを実施したところ、３～5校受験したという特派員が全体の約

半数でした。第１志望校より先に併願校を受験することで、入試独特の緊張感に慣れておくことがで

きますし、１校でも「合格」を手にすることで気持ちに余裕がうまれ、落ち着いて第１志望校の入試を

迎えることができます。このように、「保険」という意味だけでなく、第１志望校の入試で十分に実力

を発揮するためにも、併願校はしっかり検討しておく必要があります。併願校を絞り込み、効果的な

併願プランで、第１希望合格をつかみましょう。 

Keyword １ 難易度： 

「下手な鉄砲も数撃ちゃ当たる」という言葉がありますが、大学入試においてこの言葉は通用し

ません。入試の出題傾向は大学ごとに異なるため、大学別に対策を行う必要があります。さらに受

験には体力も費用もかかります。受験校数はある程度絞り、一つひとつの入試に全力を注げるよう

にしましょう。その際に目安となるのが、“ダイヤモンド受験”です。チャレンジ校 1～2 校、実力相応

校 2～3校、安全校 1～2校、計 4～6校を目安に検討してみましょう。 

Keyword 2 入試科目配点： 

大学受験で大切なことは、目標を見失わないことです。今まで行ってきた受験勉強はすべて、第

１志望校に合格するための努力です。入試科目が第 1志望校と大きく異なると、併願校の対策に時

間を取られ、第１志望校の対策に支障をきたしかねません。併願校には第１志望校の入試科目を利

用して受験できる大学・入試方式を検討しましょう。私立大学では、共通テストの成績を利用できる

「共通テスト利用方式」や一度の受験で複数の学科に出願できる方式などさまざまな入試制度があ

ります。その中からもっとも自分にあうものを選びましょう。科目をそろえて負担は小さく、得意科

目の配点は高く、受験料はなるべく抑える。“賢い”受験が第 1志望校合格につながります！ 

 

山口大学獣医学部 

（中高一貫コース卒業） 

【後輩へのメッセージ】 

 目標に向かって努力するのは大変だけ

ど、意味のあることだと思います。最後まで

諦めることなく勉強頑張ってください‼ 

【共テに向けた対策】 

 志望校は共テの割合が大きかったので、

主に共テ対策を行いました。 

【二次試験に向けた対策】 

 面接と小論文がありました。英語の小論文

は、過去問を解いたり、時事問題に対する

考えをまとめたりしました。面接対策では、

「どんな獣医を目指すか」「獣医ができるこ

とは何か」を中心に考えると良いです。 

【こうしておけば良かったと思うこと】 

 有機化学を始めとした理科をもう少し早

くから取り組めば良かったです。 

山口大学教育学部 

（アドバンスコース卒業） 

【後輩へのメッセージ】 

１・２年から受験方法を決めておいた方

が良いです。ボランティアなど面接で話せ

ることを１つでも持っておくと強いです。 

【二次試験直前の心境】 

 １度総合型を受けていたので、緊張とい

うよりは、「何を聞かれるのかな」と少しワ

クワクしながら会場に行きました。待ち時

間が２時間で、合間は何も見れないので、

脳内でシミュレーションをしながら、何を聞

かれても大丈夫と自分を自信づけました。 

【こうしておけば良かったと思うこと】 

 数学と英語はやっぱり１年時からコツコツ

やっていれば良かったです。基礎が抜けて

いるので、復習に時間がかかるし、成績の

伸びも悪かったです。 

山口東京理科大学工学部 

（グローバルコース卒業） 

【後輩へのメッセージ】 

 受験期は一人になることが多いです

が、負けずに頑張ってください。一緒

に頑張れる友達をつくりましょう！ 

【共テ直前の心境】 

 とりあえず頑張ろうと自分を信じま

した。あまり緊張しませんでした。 

【こうしておけば良かったと思うこと】 

 もっと早くから勉強しておけば良か

ったです。また、一人で黙々と勉強す

る傾向があったので、先生にもっと頼

れば良かったと思います。 

【生活リズムで気を付けたこと】 

 早寝早起きで、朝の弱い自分を倒し

ました。勉強時間を確保できれば、勉

強時間を固定する必要はなさそう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●共通テスト模試 

受験のすすめ                 

① 小論文の直前対策 

小論文は添削に足を運んだ数だけ力になる   

小論文を書く上で大切なことは、①課題文を読み取る力を

つけること、②志望する分野に関する知識を深めること、③

繰り返し添削指導を受けることの３つです。これらの対策を

進める中で、要約する力、自己の考えに具体性を持たせる知

識、説得力のある論述や適切な文章表現が身につくはずで

す。後は、志望する分野に関する記事や資料を整理し、入試

直前まで使えるファイルを仕上げましょう。その時自分なら

どう問題をとらえるか、自問しながら整理すると今までの復

習になります。知識を深めるには、１つのテーマを複数の視点

から記述している対論型の本を参照するのがオススメです。 

不安な人は、直前まで先生に添削指導をしてもらいましょ

う。小論文の添削指導では、文章のつながりや表現、設問に

沿った論理展開、根拠や具体例に説得力を持たせる方法な

ど、多くの改善するポイントを先生に指摘してもらえます。何

度も添削指導を受けることで、合格水準に達する小論文に改

善していきましょう。また、論述や表現などのスキルだけでな

く、指導の合間に話してくれる話題が緊張を解き、思考の幅

を広げてくれます。 

●先輩の合格体験記 共テを課す学校推薦型・総合型選抜で合格した先輩の体験記の一部抜粋を掲載。 

●大学入試トピックス～全統模試からみる２０２６年度入試の志望動向 

１０月３１日（金）・ １１月１日（土）  

ベネッセ駿台共通テスト模試（Ⅲ） 

ベネッセ総合学力テスト（ⅠⅡ） 

９日（日） 英検 

１３日（木） 高大連携行事（ⅠG） 

１５日（土） Literas 論理言語力検定 

１８日（火） 期末試験日割発表 

２５日（火）～１２月２日（火） 期末試験 

掴め君の未来を！  

（「大学受験パスナビ；旺文社」の記事を基に作成） 

  

●併願校を考えておこう 

第３回進駿模試が終わると、３

年生の校内模試はもうありませ

ん。これから、各予備校が実施す

る「共通テスト直前模試」に申し込 

んでみましょう。共通

テストの点数を飛躍的

に伸ばすために、色々

な予想問題に当たって

おくことは大事です。

また、外部の試験会場

の独特の雰囲気は、校

内模試では経験できな

いものであり、外部受

験の経験のない人は

是非一度経験しておき

ましょう。特に、北予備

の「共通テストファイナ

ル」は、毎年、大半の３

年生が受験します。 

（河合塾「Kei-Net」の記事を基に作成） 

  

② 面接の直前対策  

面接の流れを意識しつつ志望の熱意を伝えよう 

面接には個人面接、集団面接、集団討論があります。共通してい

ることは、明確な目標を持ち、入学後に大学で力を発揮できる受験

生を大学が求めていることです。そのため、面接で大切なのは次の

３つです。１つ目は、志望の熱意を伝えること。自分の経験に基づく

志望理由や、目的を実現するために最適な環境であることを具体

的に伝えます。２つ目は、面接の流れを捉えることです。個人面接で

は、面接官の質問の意図を外さないよう注意しましょう。集団討論

では、全体の流れの中で自分の意見だけでなく、相手の意見を聞き

入れながら結論を導き出す協調性が求められていることを忘れず

に。３つ目は、模擬面接を繰り返すことです。予想される質問は、質 

疑応答用のファイルに整理し

て学校の先生の添削指導を

受け、ブラッシュアップさせ

ましょう。面接練習を動画で

撮影すると、態度や表情の確

認ができます。自信が持てれ

ば、集団面接でも周囲の緊張

感に負けません。 

●小論文と面接の直前対策（総合型・学校推薦型選抜） 

慶進中学校・高等学校 
     進 路 部 
令和７年１１月 1日発行 

共通テスト（以下、共テ）まで残り７５日です。３年生は、クラスの雰囲気も受験色が非常に強まってくる頃で

す。もしかすると、不安や焦りからくるプレッシャーで苦しんでいる人がいるかもしれません。でも「受験は団

体戦」という言葉がある通り、第１志望大学合格という同じ目標を持つ多くの仲間がいることを忘れずに。も

ちろん、保護者の方や慶進の先生も応援しています。自信を持って、勉強をがんばってください。また、そろそ

ろ併願校受験を含めた受験計画を設定する時期になりました。「併願校を考えておこう」という記事を掲載し

ていますので、参考にしてください。２年生は、１１月になり、部活動や校外活動などで忙しい人も多いかと思

いますが、毎日の学習はきちんとできているでしょうか。高校生活も後半戦を迎え、いよいよ皆さんも「受験

生」に変わる時期です。今の時期から志望校合格という目標を設定し、受験を意識した学習に取り組んでいき

ましょう。１年生は、文理選択の調査が目前に迫ってきました。職業や学問の探究をした上で、入試科目を調べ

たり、先生や保護者とも相談したりして、納得のいく文理選択を行いましょう。 

（面接練習評価シート） 

（河合塾「Kei-Net」の記事から抜粋して作成） 

  

●「アドバンスコーザ」活動報告 

活動 
アドバンスコースでは学期に１回のペースで（年３回）、「アドバンスコーザ」と称する進路講

演会を実施しています。この行事では、さまざまな分野の第一線で活躍されている方をお招

きし、仕事や研究の内容、社会人として求められる資質の他、ご自身の高校・大学時代の体験

談についてお話しいただくことで、生徒自らの 

志を高める契機としています。 

～今年度の講演のテーマ（予定も含む）～ 

●第３４回「文筆業の仕事について」 

●第３５回「国家公務員（官僚）の仕事について」 

●第３６回「総合商社の仕事について」 

 

 

（第３４回アドバンスコーザの様子） 

第２回全統共通テスト模試の結果からみる２０２６年度入試の志望動向：模試の受験者は前年比１００％となった。文理別にみる

と、減少傾向にあった文系が増加に転じた。国公立大をめざす６教科８科目型も文系が増加しており、文系人気回復の動きがみら

れる。志望校記入状況をみると、国公立大、私立大とも志望者数は前年並みとなった。ただ、私立大の１人あたりの記入校数は

４.77 校から４.８４校に増加した。なお、私立大専願者の動向をみると、共通テスト方式の志望者数は２年連続で増加しており、私

立大専願であっても共通テストを活用して手厚く受験していく意識が高い様子がうかがえる。 

国公立大の動向：国公立大入試の中心である前期日程の志望者数は前年比１００％で、国公立大の人気は堅調と言える。また、

後期日程で前年比１０３％、中期日程で同１０３％といずれも増加した。学部系統別の志望動向では、文系では、「法・政治」「経済・

経営・商」で前年比１０３％と志望者が増加した。「法・政治」は女子志望者が前年比１０８％と大きく増加、女子志望者を中心に人気

を集めている。理系では、「理」「工」「農」はいずれも前年並みを維持している。女子志望者の動向を見ると、「理」では前年比１０

６％、「工」は同１０４％と人気を集めている。法学系や理工系などで女子の志望者増が目立つ一方、「生活科学」「看護」など、女子

志望者の割合が高い系統で、志望者が減少した。とくに「生活科学」の志望者は 1 割減となっており、不人気の様相を呈している。

入試に変更がある国公立大の志望動向について、山口大（情報）は改組前の工学部知能情報工学科と比較すると志望者は増加し

ている。文理双方が受験できるよう２パターンを設けているが、理系生が受験するパターン１に志望者が集まっている。 


